
会場の様子 小型軽量真空イオンポンプ 超伝導単一光子検出器

EOポリマー2×2スイッチ

会場の様子

バイオ分子を用いたバイポーラ型微分応答
光センサー

バイオICT研究

細野氏による基調講演

NICTは、1月29～31日に東京ビッグサイトで開催されましたnano tech 2014（第13回 国際ナノテクノロジー総合展・
技術会議）に出展しました。量子通信や単一光子イメージングの実現につながる高効率、高速応答の「超伝導単一
光子検出器」や生体システムの持つ優れた特徴を活用した「細胞・分子センサシステム」の研究開発成果など、ナノ
テクノロジーやバイオICTによる高機能・高性能のデバイスやシステムに関する最新の研究開発成果を紹介しました。
3日間で多数の皆様にご来場いただき、研究者と熱心に意見交換する姿が見られました。

1月29日には、nano tech 2014のカンファレンス・セミナーとして、東京ビッグサイト会議棟において「新規材料と
ナノテクノロジーを融合した基礎研究成果のICT実用化技術への展開と社会実装」をテーマとした「ナノICTシンポジ
ウム2014」を開催しました。はじめに基調講演として、東京工業大学教授の細野秀雄氏にイノベーション創出の原動
力としての新規材料開発の重要性について、透明酸化物エレクトロニクスの展望をテーマにご講演いただきました。
その後、酸化ガリウム、有機電気光学ポリマー、量子ドット光デバイスに関するNICTの研究開発とその実用化に向
けた事例紹介として6件の講演が行われました。多数の方にご参加いただき、各講演に対して活発な質疑応答が行
われました。
今後も展示会やシンポジウムを通じて、NICTのナノテクノロジー、バイオICTに関する研究成果に関する情報発
信に努めるとともに、産学との連携を一層強めていきたいと考えています。

nano tech2014 出展報告および
ナノICTシンポジウム2014 開催報告

10 NICT NEWS  2014. 2


